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毎月一回各家庭に配布

編集人　企画管理室調査資料係　印刷所　冷牟田印刷合資会社　電話（代表）⑳0536

菊香る秋空のもと、恒例の文化の祭典が11月3日の文化の日を中心に、11月2日から
7日まで、町民会館ホールで、生花展．営造展、水石展、菊花展、盆栽展、水巻中学校特
殊学級生徒の作品展が開催されました。作品は町内の各同好会や老人クラブの会員、児
童生徒によって出品されていましたが、どの作品もその筋のベテランの作品とあって、

その出来ばえの見事さば参観者を魅了していました0
3日の文化の日には、町行政にたいする功労者、善行者、協力者39名の表彰が行なわ

〔
書
道
展
〕
敬
称
略

「
小
学
一
年
の
部
」

特
選あ
ら
ま
き
と
し
ひ
で

（
机
社
宅
）

天
寅小
川
聖
司
（
み
ず
ほ
）

石
川
浩
一

（
鯉
口
区
）
　
木
村
直
美
（
机
社
宅

）
　
佃
　
ゆ
か
（
措
熊
）

入
賞相
川
き
み
と
し
（
頃
末
）
　
福
田
真

司
（
上
二
）
　
甲
斐
博
司
（
伊
佐
座

）
　
の
ず
よ
し
ひ
ろ
（
三
ッ
頚
）

荒
木
武
志
（
高
松
）
　
井
上
隆
一
（

高
松
）

「
小
学
三
年
の
部
」

特
選石
川
け
い
子
（
み
ず
ほ
）

天
賞

机
社
宅
）
　
近
藤
承
一
（
吉
田
三
）

「
小
学
四
年
の
部
」

特
選田
中
　
直
（
下
二
）

天
賞福
田
洋
子
（
頃
末
）
　
吾
郎
和
代
（

み
ず
ほ
）

地
賞大
賀
信
子
（
上
二
）

梅
ノ
木
）
　
山
部
こ
の

票鴛
書真
甲弓
・．・．・・．＿．　　（

（
み
ず
ほ
）
　
安
永
昌
仁
（
吉
田
三
）
　
甲
斐
恵
理

（
伊
佐
座
）

石
谷
利
恵
子
（
高
松
地
賞

）
　
戸
田
修
二
（
高

松
）
　
柴
田
紀
代
美

（
猪
熊
）
　
巻
幡
裕

美
子
（
商
松
）

入
賞畠
田
き
よ
み
（
梅
ノ

木
）
　
宮
本
浩
美
（

吉
田
二
）
　
松
岡
な

お
み
（
吉
田
二
）

日
商
ひ
ろ
し
（
三
ッ

石
田
み
ゆ
き
（
頃
末
）
　
な
か
の
と

も
こ
（
三
ッ
頭
）
　
豊
島
あ
き
の
り

（
梅
ノ
木
）
　
有
安
た
か
こ
（
頃
兼
）

入
賞松
崎
順
一
郎
（
猪
熊
町
）
　
土
屋
晴
代

（
高
松
）
　
中
西
京
子
（
古
賀
区
）

小
田
多
賀
子
（
机
）
　
諸
藤
裕
子
（

〔
水
巻
町
表
彰
〕
（
敬
称
略
〕

「
町
の
公
益
及
び
振
興
発
展
に
尽
力
し

た
功
績
顕
著
な
る
者
」

峯
繍
定
彦古
賀

農
業
委
員
他

宮
永
秋
枝古
賀
区

教
育
委
員
他

時
藤
　
恭
一
　
机
小
学
校

小
田
　
順
子
　
頃
末
小
学
校

白
石
み
ち
子
　
水
巻
中
学
校

大
田
　
静
男

白
石
　
春
雄

山
崎
　
勇

梶
山
　
武

陽
田
　
基
一

坂
井
　
庵

井
上
　
英
夫

森
安
　
正
義

園
田
　
寿
実

阿
古
美
佐
子

机吉
田
二

二机梅
ノ
木
区

梅
ノ
木
区

高
松
区

二梅
ノ
木
区

古
賀
区

二
、
消
防
団
員

永
沢
　
信
夫

白
石
　
勝
教

渡
辺
　
敏
美

三
、
町
職
員

田
中
　
博
幸

有
田
摩
寿
美

山
口
と
く
よ

梶
山
　
き
み

第
二
岳

第
二
分
団

第
二
分
団

「
社
会
教
育
功
労
者
」

松
庵
徳
之
砧
吉
田
二

川
北
克
秀
　
中
央
区

吉
村
義
夫
　
梅
ノ
木

岩
崎
茂
寿
　
机
社
宅

石
松
　
教
　
遠
賀
町

今
井
久
之
　
八
幡
区

有
光
固
憲
　
二

体
育
協
会
役
員

体
育
協
会
役
展

体
育
協
会
役
員

体
育
協
会
役
貞

体
育
協
会
役
員

体
育
協
会
役
員

社
会
教
育
委
員

頭
）
　
末
長
智
加
（
吉
田
ニ
）
　
坪

内
愛
（
下
二
）

「
小
学
二
年
の
部
」

特
選松
尾
日
出
美
（
み
ず
ほ
）

天
業者
間
加
代
（
二
町
住
）
　
松
本
竃
郎

（
み
ず
ほ
）

地
宜行
正
和
子
（
下
二
町
）
　
金
城
住
男

）
　
馬
渡
和
代
（
梅
ノ
木
）

入
賞宮
原
孝
行
（
吉
田
二
）
　
是
川
純
代

（
み
ず
ほ
）
　
塚
本
　
忍
（
宮
下
）

大
田
雅
子
（
机
）
　
福
田
由
紀
（
上

二
）
　
野
村
久
寿
美
（
古
賀
）

「
小
学
五
年
の
部
」

特
選小
川
　
環
（
み
ず
ほ
）

天
賞矢
渡
京
子
（
高
松
）
　
柴
田
弘
子
（

み
ず
ほ
）

地
寛盛
田
敬
子
（
下
二
）
　
朝
倉
秀
美
（

頃
末
）
田
中
艮
基
（
古
賀
区
）
　
坂

本
佐
和
子
（
机
社
宅
）

入
賞永
芳
美
千
代
（
猪
熊
町
）
　
田
中
久

美
子
（
三
頭
）
　
中
川
康
代
（
猪
熊

町
）
　
渡
辺
彰
子
（
頃
末
）
　
勝
原

三
吾
（
上
二
）
　
奥
　
公
子
（
古
賀
区
）

「
小
学
六
年
の
部
」

特
選石
谷
実
（
高
松
区
）

天
賞片
岡
菜
種
子
（
下
二
町
）
　
藤
崎
八

重
美
（
吉
田
三
）

地
賞安
藤
一
代
（
吉
田
Ｄ
　
古
谷
富
士

代
（
吉
田
二
）
　
浜
　
英
樹
（
梅
ノ

木
）
　
森
本
美
代
子
（
猪
熊
町
）

入
賞中
倉
絵
里
（
上
二
町
）
　
渡
辺
宿
士

美
（
吉
田
一
）
　
墓
相
充
哉
（
宮
下

）
　
秋
山
博
文
（
吉
田
区
）
　
森
本

利
志
美
（
高
松
）
　
上
蔀
美
由
紀
（

下
二
町
）

「
中
学
一
年
の
部
」

特
選土
岐
宏
俊
（
机
社
宅
）

天
賞永
芳
秀
美
（
猪
錦
町
）

地
賞富
田
康
弘
（
三
ッ
頭
区
）

入
賞片
岡
美
奈
子
（
下
二
町
）
　
石
川
和

子
（
吉
田
一
）
　
木
村
千
代
子
（
吉

田
二
）

「
中
学
二
年
の
部
」

特
選
．
坂
本
洋
子
（
机
社
宅
）

天
賞原
田
時
子
（
頃
禾
）

地
賞寺
家
貴
代
美
（
頃
末
）

入
賞西
田
　
蕪
（
宮
下
）
　
高
木
　
実
（

上
二
町
）
　
林
登
志
枝
（
下
二
町
〕

「
中
学
三
年
の
部
」

特
遍石
橋
一
誠
（
猪
熊
町
住
）

天
貨藤
井
浩
子
（
頃
末
）

地
寅安部
扶
美
（
頃
末
）

人
寮長
間
真
由
美
（
机
）
　
山
田
伸
子
（

三
ッ
頚
）
　
原
田
千
津
子
（
猪
熊
〕

（
生
花
展
）

十
一
月
四
日
～
七
日
ま
で
町
内
華
道

同
好
会
者
の
粋
を
集
め
た
生
花
二
5

点
を
展
示
。

（
水
石
展
）

十
一
月
四
日
～
七
日
ま
で
ひ
び
き
拓

．
石
会
々
員
の
作
品
な
ら
び
に
町
内
同
好

者
の
作
品
二
五
〇
点
展
示
。

（
菊
花
展
）

下
二
老
人
ク
一
て
フ
中
心
に
町
内
同
好

者
が
た
ん
糟
こ
め
て
つ
く
り
あ
げ
た
み

ご
と
な
萄
二
六
点
が
町
民
会
館
の
入
口

に
並
べ
ら
れ
会
場
内
に
芳
し
い
香
り
を

た
だ
よ
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

（
盆
栽
展
）

老
人
ク
ラ
ブ
な
ら
び
に
町
内
同
好
者

の
作
品
二
一
点
を
展
示
。

（
水
中
特
殊
学
級

生
徒
作
品
展
）

本
年
度
か
ら
初
め
て
出
品
さ
れ
た
も

の
で
、
状
差
し
、
粘
土
工
作
、
ろ
う
げ
っ

染
な
ど
五
〇
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
特
殊
学
級
の
生
徒
が
自

分
の
能
力
に
応
じ
て
一
生
懸
命
に
頑
張

り
、
設
計
製
作
か
ら
仕
上
げ
ま
で
、
先

生
の
指
導
の
も
と
に
自
分
達
で
作
成
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
作
品
の
素
晴
ら

し
さ
は
観
覧
者
を
驚
か
せ
て
い
ま
し

た
。

下
二
若
松
区

猪
熊
机

「
孝
子
と
し
て
町
民
の
儀
表
と
な
る

者
」田
其
　
一
　
高
松
区

【
永
年
勤
続
功
労
者
】

一
、
非
常
勤
特
別
職

浦
田
　
重
夫
　
吉
田
二

、
措
松
万
寿
男
　
猪
熊

鵬
軒
己
代
治
猪
熊

【
水
巻
町
感
謝
状
贈
呈
者
】

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社

水
巻
町
住
宅
行
政
に
対
す
る
多
大

な
ど
尽
力
に
対
し
て

【
水
巻
町
教
育
委
員
会
表
彰
】

「
永
年
動
線
功
労
者
」

〔
水
巻
町
教
育
委
員
会

感
謝
状
贈
呈
着
〕

野
添
　
晴
也
　
吉
田
一

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
対
し
剣
道
用
具

十
着
を
寄
付
さ
れ
社
会
教
育
発
展
に

功
績

〔
水
巻
町
社
会
福
祉

協
議
会
表
彰
〕

「
社
会
福
祉
特
別
功
労
者
」

栗
木
　
薄
明
　
吉
田
区

幸子として表彰を受ける田業者

賽至芸
他他見

中原石
村田　田

実漂実

水水オ八

苦苦室
学学校
校校

「
優
艮
更
生
世
帯
」

宮
原
フ
ミ
子
　
高
松
区

第19回
水巻町短縮マラソン大会に参加下さい

余
十
九
回
水
巻
町

短
縮
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
水
巻
町
教
育
委
員

会
、
水
巻
町
体
育
協

会
主
催
、
水
巻
町
青

年
団
体
協
議
会
協
賛

で
、
十
一
月
二
十
八

日
（
日
曜
）
に
開
催

い
た
し
ま
す
。

本
大
会
は
広
く
町

民
の
間
に
吐
会
体
育

の
振
興
を
は
か
り
、

健
康
で
明
る
い
社
会

生
活
を
樹
立
す
る
た

め
に
お
こ
な
う
も
の

で
あ
り
、
町
民
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

大
会
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
開
催
日
時

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
二
十
八
日
（

日
）
午
前
十
時

二
、
集
合
場
所

机
ポ
ン
プ
場
桟
遠
賀
川
墳
防

集
合
　
九
時
三
十
分

三
、
コ
ー
ス

遠
賀
川
埠
防

机
1
古
賀
「
1
猪
熊

四
、
実
施
種
目

○
中
学
生
の
部
　
五
、
〇
〇
〇
ｍ

Ｏ
青
年
の
部
　
五
、
〇
〇
〇
ｍ

満
二
十
五
才
未
満
の
勤
労
青
少
年
で

全
国
的
な
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
の

〇
一
般
の
部
　
八
、
0
0
0
の

大
学
生
、
高
校
生
含
む
。

五
、
申
込
期
日

昭
和
四
±
ハ
年
十
一
月
二
十
六
日

水
巻
町
教
育
委
員
会
事
務
局
。

六
、
そ
の
他

○
小
雨
決
行
。

中
小
企
業
者
へ
／

県
で
は
、
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
緊
急
対
策

融
資
制
度
を
殴
け
ま
し
た
の
で
、
融
資

希
望
者
、
又
は
詳
細
に
つ
い
て
の
問
い

合
せ
は
水
巻
町
役
場
商
工
係
（
電
撃
ハ

九
Ｉ
〇
六
三
一
）
も
し
く
は
水
巻
町
商

工
会
（
電
話
六
九
－
一
二
石
）
に

ね
た
づ
ね
下
さ
い
。

、　〆、
旋二二＿　　　一＿…＿＿け▼▼
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枚の全国火災予防運動娼ま・

今
年
も
寒
い

季
節
に
入
り
ま

し
た
が
、
こ
れ

か
ら
各
家
庭
で

は
、
火
を
使
う

こ
と
が
多
く
な

り
、
一
年
中
で

一
番
火
災
が
起

り
や
す
い
時
期

と
な
り
ま
す
。

来
る
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月

二
日
ま
で
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が

始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
次
の
こ

と
を
よ
く
守
り
自
分
の
家
は
自
分
の
手

で
守
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
期
間
中
毎
日
午
前
」
ハ
時
と
午

後
九
時
の
二
回
、
一
分
間
連
続
し
て
サ

イ
レ
ン
を
一
斉
に
吹
鳴
い
た
し
ま
す
。

※
火
気
使
用
器
具
は
、
安
全
な
取
扱
い

と
使
用
後
の
点
検
を
忘
れ
ず
に
。

※
寝
る
前
と
外
出
時
に
は
火
の
元
占
横

を
十
分
に
。

※
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

※
火
気
使
用
場
所
の
整
理
整
頓
と
付
近

の
可
燃
物
は
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

※
万
一
の
た
め
バ
ケ
ツ
一
杯
の
水
の
く

み
置
き
か
、
消
火
器
を
設
置
し
ま
し

ょ
う
。

て
な
ど
の
呼
吸
系
統
の
病
気
を
し
て
い

【
体
育
の
日
】

公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

十
月
十
月
、
体
育
の
日
に
毎
年
恒
例

の
、
公
民
鮨
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

と
、
婦
人
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
金
が
水
華
甲
学
校
グ
ラ
ン
ド

で
、
住
民
相
互
の
親
睦
と
体
位
向
上
を

目
的
と
し
て
、
町
体
協
お
よ
び
教
育
委

員
会
主
催
の
も
と
に

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

十
一
チ
ー
ム
、
嫡
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

十
六
チ
ー
ム
参
加
の

も
と
に
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
の
成
旗
は

次
の
と
お
り
で
す
。

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
部
」

優
　
勝
　
下
　
二

準
優
勝
　
猪
　
熊

「
婦
人
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
部
」

優
　
勝
　
上
二
Ａ

準
優
勝
　
古
　
賀

Ｊ
職
業
訓
練
校
入
校

多
大
の
成
果
挙
げ
る

日
本
炭
碑
の
閉
山
に
よ
る
離
職
者
の

再
就
職
が
重
大
な
問
超
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。本
町
で
は
、
庚
礁
離
職
者
就
職
相
談

室
を
聞
役
し
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が

再
就
職
出
来
る
よ
う
相
談
を
受
け
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
町
穣
会
で
は
閉
山
問
題
対

策
特
別
委
員
会
（
委
員
長
川
添
定
継
）

が
、
こ
の
問
題
解
決
に
積
極
的
に
活
動

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
、
再
就
職
が
非
常
に
難
し
い

申
粛
年
令
者
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
技

術
を
取
得
し
再
出
発
を
希
望
さ
れ
る
方

が
多
数
あ
り
ま
す
。

九
月
初
め
職
業
訓
練
校
入
校
希
望
者

が
町
内
で
二
二
〇
余
名
あ
り
ま
し
た

が
、
閉
山
問
魔
対
策
特
別
委
員
会
の
委

員
長
以
下
委
員
に
よ
る
労
働
省
・
県
職

業
訓
練
探
・
八
幡
繚
合
職
業
訓
練
校
へ

再
三
に
わ
た
り
陳
情
を
行
な
わ
れ
、
そ

の
結
果
飯
塚
・
直
方
・
香
椎
の
訓
練
校

の
定
時
制
を
強
化
し
、
昼
間
希
望
者
・

身
体
障
害
者
な
ど
特
殊
事
情
の
者
を
除

き
ほ
ぼ
会
員
が
十
一
月
一
日
ま
で
に
入

校
で
き
ま
し
た
。

「
梗
局
で
は
、
た
い
せ
つ
な
郵
便
物

を
早
く
お
て
も
と
に
安
全
確
実
に
お
届

け
す
る
こ
と
を
目

住所は正確・詳細に

癖
に
し
て
お
り
ま

す
が
、
郵
便
物
の

あ
て
名
が
十
分
で

な
い
た
め
に
、
公

表
さ
れ
た
配
達
日

数
ま
で
に
お
届
け

で
き
な
い
郵
便
物

が
多
く
あ
り
ま

す
。郵
便
物
の
あ
て

名
は
次
の
点
に
留

意
の
う
え
お
出
し

23
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5

団
地
、
ア
パ
ー
ト
は
戸
数
名
と
部

屋
の
号
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

同
居
人
は
世
帯
主
ま
た
は
家
主
名

を
記
入
し
て
で
だ
さ
い
。

郵
便
番
号
は
正
確
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
新
地
番
が
投
げ
て
あ
る
所
は
そ
れ

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

新
入
学
児
童
健
康
診
断
の
実
施

庚
抗
離
職
者
の
中
で
長
い
間
抗
内
の

ふ
ん
じ
ん
作
業
に
従
事
さ
れ
た
方
や
、

こ
れ
に
類
似
し
た
ふ
ん
じ
ん
作
業
に
従

事
さ
れ
た
方
で
、
最
近
綽
核
、
ぜ
ん
そ

る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
よ
う
な
方
を
救
う
た
め
に
、
じ

険
が
適
用
さ
れ
、
休
業
、
療
賛
補
償
な

ど
も
あ
り
、
治
療
に
専
念
で
き
ま
す
。

ん
肺
の
無
料
検
診
が
次
の
と
お
り
実
施
ど
希
望
の
方
は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

申
込
先
　
西
日
本
産
業
衛
生
会
八
幡

管
理
セ
ン
タ
ー
（
北
九
州

市
八
幡
区
本
町
二
丁
目
一

の
十
七
郵
便
番
号
八
〇
五

さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
名
を
記
入
の
う
え
申
し
込
ん
で
下
さ
い
※
検
珍
日
　
検
診
場
所
は
同
セ
ン
タ
ー

枚
詮
の
結
果
、
病
状
に
応
じ
労
災
保
申
込
期
限
十
一
月
末
日
　
　
　
　
が
通
知
し
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
度
小
学
校
入
学
予
定

児
童
の
健
康
診
断
及
び
知
能
検
査
を
次

の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

①
健
康
珍
断
実
施
日

○
机
・
猪
熊
校
区
…
…
十
二
月
十
五
日

○
下
ニ
・
頓
末
校
区
…
十
二
月
十
七
日

⑧
受
付
時
間

十
二
時
三
十
分
よ
り
十
五
時
ま
で

⑧
場
所
水
巻
町
々
艮
会
館

④
注
意
事
項

※
当
日
受
診
で
き
な
い
人
は
教
育
委
員

会
に
届
け
出
て
下
さ
い
。

※
付
添
人
の
方
は
子
供
の
主
な
既
往
症

種
と
う
・
ジ
フ
テ
リ
ア
な
ど
予
防
接
種

を
う
け
た
年
月
日
を
答
え
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
来
て
下
さ
い
。

※
子
供
の
身
体
や
衣
服
は
な
る
べ
く
清

潔
に
し
て
き
て
下
さ
い
。

ご
み
処
理
焼
却
場
職
員
募
集

遠
賀
郡
四
町
（
芦
屋
、
遠
賀
、
岡
垣

水
巻
）
共
同
の
芦
屋
町
は
か
三
力
町
環

境
衛
生
施
設
組
合
で
は
「
ご
み
処
理
焼

却
場
」
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

「
募
集
内
容

1
採
用
予
定
人
早
：
労
滞
職
員
男
若

干
名
。
2
　
受
験
資
格
…
昭
和
四
十
六
年
十

二
月
末
現
在
で
十
八
才
以
上
三
十
五

才
ま
で
。

学
歴
は
問
わ
な
い
。

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
）

準
優
勝
　
猪
　
熊

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
）

優
　
勝
　
上
二
Ａ

準
優
勝
　
古
　
賀

1
1
入
江
興
産

1

0

下

　

　

二

9

頃

　

　

末

8

古

賀

区

7
吉
田
ノ
一

6
吉
田
ノ
二

5

古

　

　

賀

4
梅
ノ
木
区

3

林

住

宅

2

猪

　

　

旨
ム
月
ハ

1

上

　

　

二

（トナメント表）圭應
Ａ

決　勝圭

Ａ

ｉ一　一一・ｌ ｌ

チＴム名古賀村書臥ニ猪熊中央区順位

古敵紆
＼
2 2 2・①

青田、ニ0 0 0 4

猪熊0 2 ＯＩ3

中央区0 2 2 ②

〔Ｄゾーン〕

チーム名古賀区
Ａ
頃末
Ｂ
割8、ニ
古賀
．．県住順位

古賀区
Ａ

＼
2 0 1 3

境木
Ｂ
0 1 0 4

ｉ軸、一2 2 2①

古賀
県僅2 2 0
＼
②

チーム名頃末
Ａ
入江
興産
古井区
Ｂ
上ニ
Ｂ
順位

頃禾
Ａ
0 2 1 3

入江
興産
・2 2 2 ①

古賀区
Ｂ 1
・．0 0 ．4

上二
Ｂ
2 0 2 ．②

チーム名上ニ
Ａ
吉田区．下二机社宅州別立

．上二
Ａ

＼
2 2 1②

青田区0 1 0

下ニ0 2 ユ

軌社宅2 2 2
＼
①

二
、
応
募
手
続

1
　
申
込
期
限
…
昭
和
四
十
六
年
十

二
月
十
日
午
後
五
時
ま
で
。

2
　
申
込
先
…
遠
賀
郡
芦
屋
町
役
場

内
芦
屋
町
は
か
三
力
町
環
境
衛
生
施

設
組
合
宛
。

3
　
擁
出
睾
類
…
○
職
員
受
験
申
込

睾
蔀
（
各
町
衛
生
係
に
用
紙
あ

り
）
○
履
歴
書
二
部
（
市
販
の
も
の
）

○
受
験
票
貼
布
用
写
真
一
枚

○
住
民
票
謄
本
一
部

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
当
組
合
又

は
各
町
の
衛
生
係
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。猟

銃
な
ど
の
許
可
更

新
を
忘
れ
ず
に

猟
銃
や
空
気
銃
を
持
っ
て
い
る
方
は

五
年
ご
と
に
所
持
許
可
の
更
新
を
受
け

な
げ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
　
昭
和
四
十
一
年
に
所
持
許
可
を
受

け
、
今
後
引
き
続
い
て
持
と
う
と
す
る

人
は
十
二
月
一
日
か
ら
十
二
月
十
六
日

ま
で
の
闇
に
、
次
の
書
類
を
住
居
地
の

警
察
署
に
提
出
し
て
下
さ
い

○
猟
銃
等
所
持
許
可
更
新
申
請
書
二
通

○
本
人
の
写
真
　
　
　
　
　
二
枚

○
精
神
病
者
、
ま
た
は
麻
粟
や
大
麻
の

中
寿
者
で
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
医

師
の
診
断
書

③
今
後
引
き
続
専
銃
を
持
つ
意
志
の

な
い
人
（
更
新
し
な
い
人
）
は
必
ず
警

察
に
連
絡
し
、
銃
を
譲
り
渡
す
か
、
廃

棄
す
る
な
ど
の
処
置
を
し
て
許
可
証
は

返
納
し
な
げ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
は
、
警
察
署
に
お
た
づ

ね
下
さ
い
。


